
 第 78 回国民スポーツ大会ソフトテニス競技北海道ブロック予選会 
 兼 

北海道スポーツ大会（成年の部：ダブルス・シングルス） 

開 催 要 項 

１ 日 時 2024 年５月 25 日（土）・26（日） 受付終了８時 30 分 受付終了後開会式 

２ 会 場 滝川市テニスコート（滝川市二の坂町東 3丁目 滝の川公園内）砂入り人工芝 12 面 

℡ (0125)23-4617 

３ 主   催 公益財団法人 日本スポーツ協会  公益財団法人 北海道スポーツ協会 

４ 主   管 北海道ソフトテニス連盟（強化委員会） 

中空知ソフトテニス連盟 

５ 後 援 スポーツ庁、北海道 

６ 種   目 成年男子・成年女子  ダブルス ５月２５日(土)   シングルス ５月２６日(日) 

７ 大会使用球 アカエム 

８ 競 技 方 法 （１）別添『2024 年度国民スポーツ大会道予選会実施要領』及び『国民スポーツ大会北

海道代表選考規程』に基づき実施する。 

（２）７ゲームマッチ 

（３）ルール等は、公益財団法人日本ソフトテニス連盟（以下、日連という）ソフトテ

ニスハンドブックによる。 

９ 参 加 資 格 （１）平成 18 年４月１日以前に生まれた者 

（２）原則として、日本国籍を有する者 

（３）居住地を示す現住所が北海道である者、又は勤務地が北海道である者、又は居住

地、勤務地が道外であるが、ふるさと（卒業中学校又は卒業高校の所在地）が北海

道である者＝「ふるさと選手制度」⇒要登録 

（１度登録した「ふるさと」は変更不可） 

※「ふるさと選手制度」を活用しての参加申込の場合は、各自の「ふるさと登録届」

の添付がなければ受付できませんのでご注意ください。（詳細は、北海道ソフト

テニス連盟事務局に問い合わせてください。）この制度を利用する場合は必ず登

録状況を申込書に記入（○印）願います。 

10 申 込 期 限 2024 年４月２４日（水）  

11 参  加  料 ダブルス 

１ペア 8,500円(道連大会参加料 3,500円＋日ス協負担金 5,000円※下記参照) 

※上記参加料には、１名あたりの日ス協参加者負担金 1,500円及び日ス協傷害補償

制度負担金 1,000円の合計 2,500円を含みます。(ペアで合計 5,000円) 

シングルス 

１名 4,500円(道連大会参加料 2,000円＋日ス協負担金 2,500円※下記参照) 

※上記参加料には、１名あたりの日ス協参加者負担金 1,500円及び日ス協傷害補償

制度負担金 1,000円の合計 2,500円を含みます。 

※なお、シングルスに参加する選手がダブルスにも参加している場合は、日ス協参加

負担金及び傷害補償制度負担金を重複して納入する必要はないため、道連大会参

加料 2,000円のみ納入してください。 



12 申 込 方 法 （１）日本連盟、新会員登録システム(イベント検索画面)より参加料、加算金を含めて

申込むこと。申し込みの際はダブルスのみ追加情報を以下の通り記入すること。 

●ダブルス 

①Ａ欄…後衛・前衛順に１Ａ１Ｂ、２Ａ２Ｂ…と記入してください。 

 ペア片方での申し込みは絶対にしないでください。 

②Ｂ欄…他の所属クラブとペアを組む場合は、以下のように記入 

       例 ○○クラブの△△とペア 

③Ｃ、Ｄ欄は空欄 

●シングルス 

①Ａ～Ｄ欄の追加情報記入不要 

 

（２）北海道連盟未登録者(ふるさと選手制度利用者等)同士、または一方が北海道連盟

未登録者(ふるさと選手制度利用者等)によるペアで、出場を希望するものについて

は、支部を経由せずに、下記へ直接申込みすること。 

 ※ふるさと制度申請書は必ず押印し、郵送すること。 

〒062-0905札幌市豊平区豊平５条 11丁目１番１号北海道立総合体育センター内 

北海道ソフトテニス連盟事務局（申込期限厳守） 

※申し込みシステムに関する問い合わせは北海道ソフトテニス連盟にお願いします。 

        ℡ ０１１－８６７－０１6２ 

 メール info@hokkaidosofttennis.com  

13 参 加 選 手 

及 び 

来 場 者 

留 意 事 項 

（１）所定の時刻までに受付を完了し、開会式時には必ず出席すること。 

（２）日連指定のゼッケンを着用し、四隅を止めること。 

（３）ラケット（公認マーク添付）、シューズ、ユニフォームは、日連が公認したメー

カーの製品を使用（着用）し、当該年度の日連の「ユニフォーム等の着用基準」を

遵守すること。また、本大会は同基準におけるウェアに関する特例を適用する。 

（４）公認審判員ワッペン及びイエローカードを携行し、審判を担当するときは、原則

ワッペンを左胸に着用すること。 

（５）優勝者は必ず〔持ち回り優勝杯〕を持ち帰り、次年度の大会時に整備のうえ、責

任を持って返還すること。 

（６）試合動画及び入賞者の写真を北海道ソフトテニス連盟のホームページ、ＳＮＳ、

ＹｏｕＴｕｂe及び広報誌に掲載させていただく場合があります。動画及び写真の

掲載について不都合がある場合は、お手数ですが広報担当者まで個別にご連絡願い

ます。 

広報 IT委員会 担当：笠原 mail: kasa2316@yahoo.co.jp 

 

 
 

  
 
 
 
 
 
 

 

  

 

この事業は、競輪の補助を受けて実施しています。 

競輪の補助事業 

mailto:info@hokkaidosofttennis.com
mailto:kasa2316@yahoo.co.jp


令和６年度 国民スポーツ大会（佐賀県開催）成年男女北海道予選会実施要領 

 

北海道ソフトテニス連盟強化委員会 

１．開催日時  

種別・会場 試 合 受付・開始時間 

ダブルス 
（滝川市テニスコート） 

１次予選 
最終予選 5月25日（土）午前8時30分受付終了、9時試合開始 

シングルス 
（滝川市テニスコート） 

１次予選 
最終予選 5月26日（日）午前8時30分受付終了、9時試合開始 

 

２．選考方法  

（１）ダブルス（初日）・シングルス（２日目）共通 
● １次予選 
・トーナメント戦又はリーグ戦により２～４ペアを選出する（選出数は指定シード選手の参加有

無等を考慮して決定する）。 
● 最終予選 
・１次予選通過ペアに「指定シードペア」を加えて、総当り最終リーグ戦（１回）を行い、トー

タルポイントで上位のペアから順に代表ペアとして内定する。 
  ※ 選手の疲労過多によるけが防止を念頭に、強化委員会において競技方法を決定する。 
 

【注意事項】 

１ ダブルスで内定している選手がシングルスの予選会に出場することは可能である。シングルスで内

定し、ダブルスを辞退する場合は、ダブルスのパートナーも内定が取り消されることになる。 
２ ダブルスの「内定ペア」は予選会の申込みは不要であるが、ダブルス及びシングルスの「指定シー

ドペア又は選手」は、参加申込が必要である。なお、「内定ペア」及び「指定シードペア又は選手」

は、１次予選から出場することも可能であるが、その場合は「内定ペア」及び「指定シードペア又は

選手」の権利は消滅する。 
３ ダブルス及びシングルスで内定となった選手が辞退をする場合は、それぞれの予選会で次点となっ

たペア（ダブルスの場合）又は選手（シングルスの場合）を繰り上げて内定とする。 
４ 代表選手は、監督の指示により、ダブルス、シングルスのいずれかにも出場することに承諾しなけ

ればならない。 
５ 参加数及び当日の天候等、特別な事情が生じた場合、上記の試合方法を変更することがある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国民スポーツ大会北海道代表選考規程 

 
１ 監督・コーチの選考について、少年男女は代表選手所属の指導者を中心に、成年男女は代表選手強

化に携わる指導者を中心に強化委員会が推薦し、国体代表選考委員会の承認を経て、理事会で審議・

決定する。 
２ 代表選手の選考は、以下に示した基準（注①）に該当したペア（同一ペアに限る）を「国スポ代表

内定ペア（１ペア）」とし、予選会を免除する。 
なお、対象が２ペア（ダブルス）以上となった場合は、国スポ代表選考委員会で協議した後、道連

理事会で最終審議・決定を行う。※少年のシングルスについては、別に定める。 
３ 上記２以外の代表選手選考会は、「国スポ道予選会実施要領」に基づき、大会要項

に定めるペア数（シングルスは選手）を選考する。  
なお、最終リーグの順位は「ソフトテニスハンドブック大会運営規則第３章競技大

会第１０条」により決定する。  
４ 代表選手５名の他に補欠選手を各種目１名に限り置くことができるものとする。補

欠選手の選考基準は、以下に示す注③の通りとし、強化委員会の承認を得て道連理事

会で審議・決定する。  
５ 国スポ代表選考委員会は、上記により選出された選手のほか、強化委員会から推薦

された監督・コーチ・補欠選手の選考について審議する。また、選手（補欠含む）及

び監督・コーチに欠員が生じた場合には、速やかに強化委員会と協議し、補充の選考

をしなければならない。  
６ 上記による選考結果は、国スポ道予選後の道連理事会で正式に発表する。  
７ 監督・コーチ・選手（補欠含む）は種目を問わずに一致団結し、常に北海道代表と

しての自覚と品位を保ち、競技力の向上に努めなければならない。  
なお、これらに反する行為があった者、または、そのような行為を看過した者は、

国スポ代表選考委員会の審議により、北海道代表の資格を失うことがある。  
８ 国スポ代表選考委員会は、必要に応じて理事長が招集する。なお、委員は次のとお

りとするが、審議の際には、会長（代理又は委任可）、副会長（２名以上）、理事長、

副理事長（強化委員長を含む２名以上）の出席を要す。  
※国スポ代表選考委員の該当者：会長、副会長、理事長、副理事長  
 

注①：少年男女における「国スポ代表内定ペア・選手」 
ダブルス（同一ペアに限る） シングルス 

○当年度全日本高校選手権     
上位８ペア 

○当年度ハイスクールジャパンカップ 
上位２ペア 

 
 

○当年度ハイスクールジャパンカップ 
（シングルス）          上位４名 
○全日本シングルス選手権     上位８名 
ただし、ダブルスを優先として代表選手を決定す

るため、上記に該当する選手は、内定候補として、

シングルス予選会を免除し、シングル予選会の１

位以上の順位とする。 

注①：成年男女における「国スポ代表内定ペア・選手」 
ダブルス（同一ペアに限る） シングルス 

○前年度東・西日本選手権（一般）上位８ペア 
○前年度全日本学生選手権    上位４ペア 
○前年度全日本社会人選手権（一般） 

上位８ペア 
○前年度全日本選手権      上位16ペア 

なし 

 
 
 
 
 
 



注②：少年男女における「指定シードペア・選手」 
ダブルス（２次予選） シングルス 

○代表候補選手         男女各16名 
※高校指定大会及び高校1年生に限り中学指定大

会のポイントを加えて、上位6～8ペア（必要に応

じて強化委員長推薦を加える）を強化委員会が最

終的に承認し、指定シードペアを選出する。同点

ペアが複数出た場合は、対象者のみの選考会を別

に実施する。 

 
 

 
なし 

 
 

注②：成年男女における「指定シードペア・選手（最終予選）」 
ダブルス（同一ペアに限る） シングルス 

○当年度北海道春季選手権（一般） 優勝ペア 
○前年度北海道選手権（一般）  上位２ペア 
○前年度東・西日本選手権（一般）上位16ペア 
○前年度全日本学生選手権    上位８ペア 
○前年度全日本社会人選手権（一般）上位16ペア 
○前年度全日本選手権（一般）  上位32ペア 

○当年度北海道シングルス選手権  上位２名 
○当年度全日本シングルス選手権  上位16名 
○前年度全日本学生シングルス選手権 

上位８名 
 
 

注③：補欠選手の選考基準 
少年男女 成年男女 

ダブルス及びシングルス予選会における次点選手

から監督・コーチの意向を踏まえ、選考する。 
ダブルス及びシングルス予選会における次点選手

及び当年度の全日本シングルス選手権、北海道春

季選手権、北海道選手権、東日本選手権、全日本

学生選手権で上位入賞した選手の中から監督・コ

ーチの意向を踏まえ、選考する。 

■改正内容 

○  平成 12年１月 22日理事会：補欠制について  
補欠選手を認めず、選手変更を要する非常事態の場合出発前は国体代表選考委員会

で、出発後は選手団の総監督に委ねることとした。  
○  平成 14年５月 25日理事会：国体代表選考委員会について  

委員については、会長、副会長、理事長、副理事長とし、審議の際は、会長（代理

含む）、副会長（ 2名以上）、理事長、副理事長（強化委員長を含む２名以上）の出

席を要することとした。  
○  平成 18年６月 10日理事会：国体代表内定組の取り扱いについて  
  国体代表内定基準を作り、その対象組が複数生じた場合の取扱いを明記した。  
○  平成 26年３月１日理事会：監督・コーチの決定について  

国体の監督・コーチは、強化委員会が推薦し、国体代表選考委員会の了承を経て、

理事会で審議・決定することとした。  
○  平成 27年３月７日理事会：補欠選手の選考及びシングルスの導入に伴う変更  

シングルスの導入に伴い代表選手が５名 (ダブルス４名、シングルス１名 )になるこ

とから怪我による選手変更や練習パートナーなどの問題に対応出来るように補欠選手

を１名置くことにしたほか、シングルスの選考に関わる事項を明記した。  

○  令和５年２月１８日理事会：競技日程変更に伴う選考方法の見直し  
成年男女参加選手の各種大会日程を考慮して、競技日程を５月最終週末にダブルス

とシングルス両方の予選会を実施することとした。  
〇  令和６年２月１７日理事会：少年男女シングルス選考会実施方法の見直し  

競技者育成プログラム step２との連動方法と選考会参加基準及び代表候補選手選

考基準の見直しを行った。  



２０２４年度国民スポーツ大会ソフトテニス競技北海道ブロック予選会 

兼  

北海道スポーツ大会（少年の部：シングルス）  

兼 

日本ソフトテニス連盟競技者育成プログラム ｓｔｅｐ２（Ｕ１７） 

開  催  要  項  

 
１ 日 時 2024 年 6 月 15 日（土）～16 日（日）受付終了 8時 30 分 受付終了後開会式 

２ 会 場 
砂川市日の出テニスコート（砂川市東６条南１１丁目３－１） 

 ★砂入り人工芝８面 ℡（0125）54-2175 

３ 主 催 公益財団法人 日本スポーツ協会 公益財団法人 北海道スポーツ協会 

４ 主 管 
北海道ソフトテニス連盟（強化委員会）、北海道ソフトテニス連盟高校部  

中空知ソフトテニス連盟 

５ 後 援 スポーツ庁・北海道 

６ 種 目 

シングルス：少年男子、少年女子 

①Ｕ１７の部（対象：中学３年生～高校２年生） 

②高校３年生の部 

７ 大会使用球 ケンコーボール 

８ 競技方法 

（１）別添『２０２４年度国民スポーツ大会道予選会実施要領』及び『国民スポ 

ーツ大会北海道代表選考規程』に基づき実施する。 

（２）①Ｕ１７の部、②高校３年生の部は国民スポーツ大会の１次予選として実 

  施し、それぞれの予選通過者による最終予選を行います。なお、①Ｕ１７の 

  部は日本ソフトテニス連盟競技者育成プログラムｓｔｅｐ２（Ｕ１７）を兼 

  ねます。 

（３）１次予選は、７ゲームマッチ（※天候、参加人数等により５ゲームマッチ 

とする場合あり）によるトーナメント戦とする。 

（４）最終予選は、７ゲームマッチによるリーグ戦とする。 

（５）ルール等は、公益財団法人日本ソフトテニス連盟（以下、日連という）ソ

フトテニスハンドブックによる。 

９ 参加資格 

以下の全ての事項に該当する者 

（１）平成１８年４月２日以降、平成２２年４月１日以前に生まれた者 

（２）日本国籍を有する者とし、本ブロック予選会への出場資格を得た者 

ただし、日本国籍を有しない者は、学校教育法第１条に定める学校に申込 

時１年以上継続して在籍する生徒であれば良い 

（３）居住地を示す現住所が北海道内である者、又は勤務地が北海道内である者 

、又は学校教育法第１条に規定する学校に在籍している場合には、学校の所 

在地が北海道内にある者 

（４）国民スポーツ大会本選への出場意思があり、審判ができる者 

（５）①Ｕ１７の部に参加する場合は、日本ソフトテニス連盟競技者育成プログ 

ラムｓｔｅｐ３にも出場意思がある者 

（６）次の事項のいずれかに該当する者 

①令和５年度北海道高校新人戦シングルス：ベスト４ 

②令和６年度ハイスクールジャパンカップ予選会シングルス：南北優勝者 

③ランキングポイント上位者 

（※下記 13「参加選手留意事項」の【ランキングポイント】参照） 

④北海道ソフトテニス連盟中学部推薦４名（※①Ｕ１７の部のみ） 

10 申込期限 2024 年 6 月 10 日（月） 

11 参 加 料 

１名 ２，０００円 

※ただし、タブルス選考会に出場しない選手については、下記の負担金を別途申 

し受けます。  

日ス協参加者負担金１，５００円及び日ス協傷害補償制度負担金１，０００円 

の合計２，５００円 

12 申込方法 
・日本連盟、会員登録新システム(イベント検索画面)より期限までに申し込み、 

システムにて選択した支払方法により期限までにお支払いください。 



13 
参加選手 

留意事項 

（１）所定の時刻までに受付を完了し、開会式には、必ず出席すること。 

（２）日連指定のゼッケンを着用し、四隅を止めること。 

（３）ラケット（公認マーク添付）、シューズ、ユニフォームは、日連が公認し 

たメーカーの製品を使用（着用）し、当該年度の日連の「ユニフォーム等の 

着用基準」を遵守すること。 

（４）公認審判員ワッペン及びイエローカードを携行し、審判を担当するときは 

、原則ワッペンを左胸に着用すること。  

（５）ベンチ入り指導者は認めない。  

（６）優勝者は必ず「持ち回り優勝杯」を持ち帰り、次年度の大会時に整備のう 

え、責任を持って当該校の選手が返還すること。 

（７）荒天の場等合の大会の取り扱いについては、当日会場で、受付時刻までに

発表する。  

（８）国民スポーツ大会候補内定選手になった選手については、参加承諾書を提 

出すること。  

（９）本選考会に参加する高校生については、国民スポーツ大会支部予選免除と 

する。 

（10）閉会式において、以下の結果発表を行う。 

・国民スポーツ大会シングルス北海道代表選手候補５名 

・ｓｔｅｐ３（Ｕ１７）参加・次点選手 

（11）試合動画及び入賞者の写真を北海道ソフトテニス連盟のホームページ、Ｓ 

ＮＳ、ＹｏｕＴｕｂe及び広報誌に掲載させていただく場合があります。 

動画及び写真の掲載について不都合がある場合は、お手数ですが広報担当 

者まで個別にご連絡願います。 

広報 IT 委員会 担当：笠原 mail: kasa2316@yahoo.co.jp 

（12）試合については、YouTube 等で配信することがあります。 

その旨を、参加校は参加者に周知していただき、何か支障がある場合は、 

各支部の道専門委員に申し出てください。  

【ランキングポイント（国民スポーツ大会予選会のみに適用）】 

＜対象大会・ポイント付与成績＞ 

大会名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

道中学 

ｼﾝｸﾞﾙｽ 
中体連 

新人戦 

ｼﾝｸﾞﾙｽ 

新人戦 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

道高校 

ｲﾝﾄﾞｱ 
高体連 step2 

高校 

1 年生 

ﾍﾞｽﾄ 8 

以上 

ﾍﾞｽﾄ 4 

以上 
－ － － 

ﾍﾞｽﾄ 16 

以上 ※次年度

より 高校 

2～3年生 
－ － 

ﾍﾞｽﾄ 32 

以上 
ﾍﾞｽﾄ 16 以上 

※各大会の開催年度は次の通り。なお、中学大会の成績は高校１年生のみ対 

象とする。 ①＜前々年度＞、②～⑤、⑦＜前年度＞、⑥＜当年度＞ 

＜ポイント＞（中学大会・高校大会共通）※ポイントは１名分。 

順 位 １位 ２位 ３位 ﾍﾞｽﾄ 8 ﾍﾞｽﾄ 16 32 ﾍﾞｽﾄ 

ダブルス 20 16 12 8 4 － 

シングルス 30 24 18 12 6 3 

 ※シングルス予選会にランキングポイントで参加出来る者は次の通り。 

  ①高校１年生：ポイント保有者 

  ②高校２年生：同学年の中でポイント上位１２位まで（※辞退者が出ても 

   補充無し） 

  ③高校３年生：同学年の中でポイント上位１６位まで（※辞退者が出て、 

   １６名を下回った場合は、次点ポイント保有者全員を該当とする） 

 ※なお、上記②及び③は「９参加資格（６）①及び②」による参加者を除く。 

  
 
 

 

この事業は、競輪の補助を受けて実施しています。 

競輪の補助事業 

mailto:kasa2316@yahoo.co.jp


  

令和６年度 国民スポーツ大会（佐賀県開催）少年男女北海道予選会実施要領 
北海道ソフトテニス連盟強化委員会 

１ 開催日時  

種別・会場 試 合 受付・開始時間 

ダブルス 
（旭川市花咲スポーツ

公園テニスコート） 

１次予選 ８月 ９日（金）午前８時３０分受付終了、９時試合開始 
２次予選 ８月１０日（土）午前８時３０分受付終了、９時試合開始 
最終予選 ８月１１日（日）午前８時３０分受付終了、９時試合開始 

シングルス 
（砂川市日の出テニス 
コート） 

１次予選 
（兼 step2) ６月１５日（土）午前８時３０分受付終了、９時試合開始 

最終予選 ６月１６日（日）午前８時３０分受付終了、９時試合開始 
 

２ 選考方法  

（１）ダブルス 
  ・各地区予選通過ペアは１次予選に出場を認める。 

・「指定シードペア（代表候補選手）」は、地区予選を免除。（各支部割当て枠外とする） 
・「指定シードペア（代表候補選手）」の選手変更は一切認めない。なお、地区予選に出場し 
た場合（ペア変更を含む）は「指定シードペア（代表候補選手）」としての権利は消滅する。 

・中学３年生は、強化委員会推薦選手を除き、１次予選（初日）から２０ペアに限り出場を認 
める。 

○１次予選（初日） 
・トーナメント戦又はリーグ戦により４ペアを選出する。 

 ○２次予選（２日目） 
・上記４ペアと指定シードペア（代表候補選手）８ペアを、Ａ・Ｂブロック各６ペアに分け、 
総当りリーグ戦（１回）により、Ａ・Ｂブロック各上位２ペアを最終リーグに進出させる。 

○最終予選（３日目） 
・上記４ペアにより、総当り最終リーグ戦（１回）を行い、トータルポイントで上位のペアか 
ら順に代表ペアとして内定する。 

 
（２）シングルス 

・１次予選は①「Ｕ１７の部」（対象：中学３年生～高校２年生）と②「高校３年生の部」の 

種目に分けて実施することとし、①「Ｕ１７の部」は日本ソフトテニス連盟競技者育成プロ 

グラムｓｔｅｐ２（Ｕ１７）を兼ねます。（※①「Ｕ１７の部」の１次予選結果を競技者育 

成プログラムｓｔｅｐ２（Ｕ１７）の結果として採用する。） 
・参加資格は次の事項のいずれかに該当する者とする。 

①令和５年度北海道高校新人戦シングルス：ベスト４ 

②令和６年度ハイスクールジャパンカップ予選会シングルス：南北優勝者 

③ランキングポイント上位者 

【ランキングポイント（国民スポーツ大会予選会のみに適用）】 

＜対象大会・ポイント付与成績＞ 

大会名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

道中学 

ｼﾝｸﾞﾙｽ 
中体連 

新人戦 

ｼﾝｸﾞﾙｽ 

新人戦 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

道高校 

ｲﾝﾄﾞｱ 
高体連 Step2 

高校 

1 年生 

ﾍﾞｽﾄ 8 

以上 

ﾍﾞｽﾄ 4 

以上 
－ － － 

ﾍﾞｽﾄ 16 

以上 ※次年度

より 高校 

2～3年生 
－ － 

ﾍﾞｽﾄ 32 

以上 
ﾍﾞｽﾄ 16 以上 

※各大会の開催年度は次の通り。なお、中学大会の成績は高校１年生のみ対象とする。 

①＜前々年度＞、②～⑤、⑦＜前年度＞、⑥＜当年度＞ 

 



 

 

＜ポイント＞（中学大会・高校大会共通）※ポイントは１名分。 

順 位 １位 ２位 ３位 ﾍﾞｽﾄ 8 ﾍﾞｽﾄ 16 32 ﾍﾞｽﾄ 

ダブルス 20 16 12 8 4 － 

シングルス 30 24 18 12 6 3 

     ※シングルス予選会にランキングポイントで参加出来る者は次の通り。 

      ①高校１年生：ポイント保有者 

      ②高校２年生：同学年の中でポイント上位１２位まで（※辞退者が出ても補充無し） 

      ③高校３年生：同学年の中でポイント上位１６位まで（※辞退者が出て、１６名を 

下回った場合は、次点ポイント保有者全員を該当とする） 

 ※なお、上記②及び③は「９参加資格（６）①及び②」による参加者を除く。 

       
○１次予選（初日） 

  ・トーナメント戦により①「Ｕ１７の部」から上位２名、②「高校３年生の部」から上位４名 
を選出する。 

 ○最終予選（２日目） 
  ・１次予選で選出された６名による総当たりリーグ戦を行い順位決定する。 

なお、ダブルスの選考を優先とするため、この時点ではシングルスの内定候補者として位置 
づけ、ダブルスの選手選考が確定した後にシングルスの代表選手を確定させる。 

○全国大会における代表内定との兼ね合い 
  ・全国大会結果における「代表内定選手」の権利を有した場合、予選会の結果よりも優先する。 

ただし、ダブルス代表との兼ね合いもあるので、原則予選会は実施する。 
 

【注意事項】 

１ ダブルス及びシングルスで内定となった選手が辞退をする場合は、それぞれの予選会で次点とな

ったペア（ダブルスの場合）又は選手（シングルスの場合）を繰り上げて内定とする。 
２ 代表となる選手は、監督の指示により、ダブルス、シングルスのいずれかにも出場することに承

諾しなければならない。（代表選手は、事前に承諾書の提出が必要となる） 
３ ベンチ入り指導者について、①シングルスでは認めない ②ダブルスでは１次予選は認めるが、

それ以降は認めない。 
４ 参加数及び当日の天候等、特別な事情が生じた場合、上記の試合方法を変更することがある。 
 

 

 

 

国民スポーツ大会北海道代表選考規程 

 

１ 監督・コーチの選考について、少年男女は代表選手所属の指導者を中心に、成年男女は代表選手

強化に携わる指導者を中心に強化委員会が推薦し、国体代表選考委員会の承認を経て、理事会で審

議・決定する。 
２ 代表選手の選考は、以下に示した基準（注①）に該当したペア（同一ペアに限る）を「国スポ代

表内定ペア（１ペア）」とし、予選会を免除する。 
なお、対象が２ペア（ダブルス）以上となった場合は、国スポ代表選考委員会で協議した後、道連

理事会で最終審議・決定を行う。※少年のシングルスについては、別に定める。 
３ 上記２以外の代表選手選考会は、「国スポ道予選会実施要領」に基づき、大会要項に定めるペア

数（シングルスは選手）を選考する。 
なお、最終リーグの順位は「ソフトテニスハンドブック大会運営規則第３章競技大会第１０条」

により決定する。 
４ 代表選手５名の他に補欠選手を各種目１名に限り置くことができるものとする。補欠選手の選考

基準は、以下に示す注③の通りとし、強化委員会の承認を得て道連理事会で審議・決定する。 
５ 国スポ代表選考委員会は、上記により選出された選手のほか、強化委員会から推薦された監督・



コーチ・補欠選手の選考について審議する。また、選手（補欠含む）及び監督・コーチに欠員が生

じた場合には、速やかに強化委員会と協議し、補充の選考をしなければならない。 
６ 上記による選考結果は、国スポ道予選後の道連理事会で正式に発表する。 
７ 監督・コーチ・選手（補欠含む）は種目を問わずに一致団結し、常に北海道代表としての自覚と

品位を保ち、競技力の向上に努めなければならない。 
なお、これらに反する行為があった者、または、そのような行為を看過した者は、国スポ代表選

考委員会の審議により、北海道代表の資格を失うことがある。 
８ 国スポ代表選考委員会は、必要に応じて理事長が招集する。なお、委員は次のとおりとするが、

審議の際には、会長（代理又は委任可）、副会長（２名以上）、理事長、副理事長（強化委員長を

含む２名以上）の出席を要す。  
※国スポ代表選考委員の該当者：会長、副会長、理事長、副理事長 
 
 

注①：少年男女における「国スポ代表内定ペア・選手」 
ダブルス（同一ペアに限る） シングルス 

・当年度全日本高校選手権     
上位８ペア 

・当年度ハイスクールジャパンカップ 
上位２ペア 

 
 

・当年度ハイスクールジャパンカップ 
（シングルス）          上位４名 
・全日本シングルス選手権     上位８名 
ただし、ダブルスを優先として代表選手を決定

するため、上記に該当する選手は、内定候補と

して、シングルス予選会を免除し、シングル予

選会の１位以上の順位とする。 
 
注①：成年男女における「国スポ代表内定ペア・選手」 

ダブルス（同一ペアに限る） シングルス 
・前年度東・西日本選手権（一般）上位８ペア 
・前年度全日本学生選手権    上位４ペア 
・前年度全日本社会人選手権（一般） 

上位８ペア 
・前年度全日本選手権      上位 16ペア 

なし 

 
 
注②：少年男女における「指定シードペア・選手」 

ダブルス（２次予選） シングルス 
・代表候補選手     男女各６～８ペア 
※下記のランキングポイントにより選考のう

え、必要に応じて強化委員長推薦を加え、強化

委員会が最終的に承認し、指定シードペアを選

出する。なお、同点ペアが複数出た場合は、対

象者のみの選考会を別に実施することができ

る。 

なし 

 

【ランキングポイント（国民スポーツ大会予選会のみに適用）】 

＜対象大会・ポイント付与成績＞ 

大会名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

道中学 

ｼﾝｸﾞﾙｽ 
中体連 

新人戦 

ｼﾝｸﾞﾙｽ 

新人戦 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

道高校 

ｲﾝﾄﾞｱ 
高体連 step2 

高校 

1 年生 

ﾍﾞｽﾄ 8 

以上 

ﾍﾞｽﾄ 4 

以上 
－ － － 

ﾍﾞｽﾄ 16 

以上 ※次年度

より 高校 

2～3年生 
－ － 

ﾍﾞｽﾄ 32 

以上 
ﾍﾞｽﾄ 16 以上 

※各大会の開催年度は次の通り。なお、中学大会の成績は高校１年生のみ対象とする。 

①＜前々年度＞、②～⑤、⑦＜前年度＞、⑥＜当年度＞ 



 

 

 

 

＜ポイント＞（中学大会・高校大会共通）※ポイントは１名分。 

順 位 １位 ２位 ３位 ﾍﾞｽﾄ 8 ﾍﾞｽﾄ 16 32 ﾍﾞｽﾄ 

ダブルス 20 16 12 8 4 － 

シングルス 30 24 18 12 6 3 

※シングルス予選会にランキングポイントで参加出来る者は次の通り。 

    ①高校１年生：ポイント保有者 

    ②高校２年生：同学年の中でポイント上位１２位まで（※辞退者が出ても補充無し） 

    ③高校３年生：同学年の中でポイント上位１６位まで（※辞退者が出て、１６名を 

下回った場合は、次点ポイント保有者全員を該当とする） 

   ※なお、上記②及び③は「９参加資格（６）①及び②」による参加者を除く。 

   ※ダブルス予選会の２次予選から参加となる「指定シードペア」は上記ポイントのペア合計数 

により選考する。ただし、中学大会の成績によるポイントは６０％に減算する。  

 
注②：成年男女における「指定シードペア・選手（最終予選）」 

ダブルス（同一ペアに限る） シングルス 
・当年度北海道春季選手権（一般） 優勝ペア 
・前年度北海道選手権（一般）  上位２ペア 
・前年度東・西日本選手権（一般）上位 16ペア 
・前年度全日本学生選手権    上位８ペア 
・前年度全日本社会人選手権（一般）上位 16ペア 
・前年度全日本選手権（一般）  上位 32ペア 

・当年度北海道シングルス選手権 上位２名 
・当年度全日本シングルス選手権 上位 16名 
・前年度全日本学生シングルス選手権 

上位８名 

 
 
注③：補欠選手の選考基準 

少年男女 成年男女 
ダブルス及びシングルス予選会における次点選

手から監督・コーチの意向を踏まえ、選考す

る。 

ダブルス及びシングルス予選会における次点選

手及び当年度の全日本シングルス選手権、北海

道春季選手権、北海道選手権、東日本選手権、

全日本学生選手権で上位入賞した選手の中から

監督・コーチの意向を踏まえ、選考する。 
 

 

◆改正内容 

平成１２年 １月２２日理事会：補欠制について 
・補欠選手を認めず、選手変更を要する非常事態の場合出発前は国体代表選考委員会で、出発後は 
選手団の総監督に委ねることとした。 

平成１４年 ５月２５日理事会：国体代表選考委員会について 
・委員については、会長、副会長、理事長、副理事長とし、審議の際は、会長（代理含む）、副会 
長（２名以上）、理事長、副理事長（強化委員長を含む２名以上）の出席を要することとした。 

平成１８年 ６月１０日理事会：国体代表内定組の取り扱いについて 
 ・国体代表内定基準を作り、その対象組が複数生じた場合の取扱いを明記した。 

平成２６年 ３月 １日理事会：監督・コーチの決定について 
・国体の監督・コーチは、強化委員会が推薦し、国体代表選考委員会の了承を経て、理事会で審議、 
決定することとした。 

平成２７年 ３月 ７日理事会：補欠選手の選考及びシングルスの導入に伴う変更 
・シングルスの導入に伴い代表選手が５名（ダブルス４名、シングルス１名）になることから怪我 
による選手変更や練習パートナーなどの問題に対応出来るように補欠選手を１名置くことにした 
ほか、シングルスの選考に関わる事項を明記した。 
令和 ５年 ２月１８日理事会：競技日程変更に伴う選考方法の見直し 



・成年男女参加選手の各種大会日程を考慮して、競技日程を５月最終週末にダブルスとシングルス 
両方の予選会を実施することとした。 
令和 ６年 ２月１７日理事会：少年男女シングルス選考会実施方法の見直し 
・競技者育成プログラムｓｔｅｐ２との連動方法と選考会参加基準及び代表候補選手選考基準の見 
 直しを行った。 



第 78 回国民スポーツ大会ソフトテニス競技北海道ブロック予選会 
兼 

北海道体育大会（少年の部：ダブルス） 

開 催 要 項 

１ 日 時 
2024 年 8 月 9日（金）～11 日（日） 受付終了８時 30 分 受付終了後開会式 

★予備日 8 月 12 日（月） 

２ 会 場 旭川市花咲スポーツ公園テニスコート 

旭川市（旭川市花咲町 1 丁目）※オムニ 18 面 

℡(0166) 53-4084 

３ 主   催 公益財団法人 日本スポーツ協会  公益財団法人 北海道スポーツ協会 

４ 主   管 北海道ソフトテニス連盟（強化委員会）、北海道ソフトテニス連盟高校部 

旭川ソフトテニス連盟 

５ 後 援 スポーツ庁・北海道 

６ 種   目 少年男子・少年女子 ダブルス 

７ 大会使用球 ケンコーボール 

８ 競 技 方 法 （１）別添『2024 年度国民スポーツ大会道予選会実施要領』及び『国民体育大会北

海道代表選考規程』に基づき実施する。 

（２）７ゲームマッチ 

（３）ルール等は、公益財団法人日本ソフトテニス連盟（以下、日連という）ソフ

トテニスハンドブックによる。 

９ 参 加 資 格 （１）平成 18 年４月２日以降平成 22 年４月１日以前に生まれた者 

（２）日本国籍を有する者とし、本ブロック予選会への出場資格を得た者 ただし、

日本国籍を有しない者は、学校教育法第１条に定める学校に、申込時、１年以

上継続して在籍する生徒であれば良い 

（３）居住地を示す現住所が北海道内である者、又は勤務地が北海道内である者、

又は学校教育法第１条に規定する学校に在籍している場合には、 学校の所在

地が北海道内にある者 

（４）国民体育大会本選への出場意思があり、審判ができる者 

（５）平成 21 年４月２日～平成 22 年４月１日生まれ（中学３年生）の者 は 20 ペ

ア出場できる（道連中学部が選考し、道連高校部に申込む） 

★参加に際してはベンチ入り指導者等、高校の適用ルールを把握して守ること。 

10 申 込 期 限 2024 年７月 10 日（水） 

11 参  加  料  １ペア 7,500円(道連大会参加料 2,500 円＋日体協負担金 5,000 円※下記参照) 

★上記参加料には、１名あたりの日体協参加者負担金 1,500円及び日体協傷害補償

制度負担金 1,000円の合計 2,500円を含みます。(ペアで合計 5,000円) 

12 参 加 割 当 （１）各支部には原則として、少年男・女別に会員登録 20 名につき１組の割合で

参加数を割り当てる。開催支部については男女各４ペアを加える。 

（２）別紙『指定シードペア』については地区予選を免除するとともに、前述の各

支部割当の枠外とする。   

13 申 込 方 法 日本連盟、会員登録システムにより申し込み、選択した支払方法により期限(7月１
０日)までにお支払いください。 
※システム申し込み上の注意：追加情報Ａ～Ｄの記載について。 (必須) 
①Ａ欄に必ず以下のように記入。 
・番手順、後衛前衛順に１Ａ１Ｂ、２Ａ２Ｂ…と書き込んでください。 
②Ｂ蘭に他校の選手と組む場合は必ず備考欄に以下のように記入。 

・前衛(または後衛)、○〇クラブの△△とペア 

・申し込みは、ペア校それぞれが必ず行い、情報を必ず記入すること。 

③Ｃ、Ｄ欄は空欄 



14 参 加 選 手 

留 意 事 項 

 

（１）所定の時刻までに受付を完了し、開会式には、必ず出席すること。 

（２）日連指定のゼッケンを着用し、四隅を止めること。 

（３）ラケット（公認マーク添付）、シューズ、ユニフォームは、日連が公認した

メーカーの製品を使用（着用）し、当該年度の日連の「ユニフォーム等の着用

基準」を遵守すること。 

（４）公認審判員ワッペン及びイエローカードを携行し、審判を担当するときは、

原則ワッペンを左胸に着用すること。 

（５）ベンチ入り指導者もテニスの服装とする。 

（６）引率責任者は当該校の教員とする。ベンチ入り指導者は学校長の認めた教職

員とし、２名まで認める。出場ペア数が１ペアの場合は、１名とする。指定シ

ードペアについては、強化委員会スタッフがベンチ入りすることができる。な

お、ベンチ入りが可能なのは、１次予選までとし、それ以降のマッチでは、全

ての指導者を対象に一切認めないこととする。 

（７）優勝者は必ず「持ち回り優勝杯」を持ち帰り、次年度の大会時に整備のうえ、

責任を持って当該校の選手が返還すること。 
（８）荒天の場等合の大会の取り扱いについては、当日会場で、受付時刻までに発

表する。 

（９）入賞者の写真について、北海道ソフトテニス連盟のホームページ掲載及び広

報誌のためだけに使用させていただきます。なお、写真の掲載について不都合

がある場合などは、お手数ですが広報担当者まで個別に連絡願います。 

  広報 IT委員会 担当：笠原  mail : kasa2316@yahoo.co.jp 

（10）試合については、YouTube等で配信することがあります。その旨を、参加校

は参加者に周知していただき、何か支障がある場合は、各支部の道専門委員に

申し出てください。 

（11）感染防止留意するようご協力をお願いします。 

★変更が生じた際は、専門委員や高体連ソフトテニス専門部ホームページにより

参加校へ連絡する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この事業は、競輪の補助を受けて実施しています。 

競輪の補助事業 



令和６年度 国民スポーツ大会（佐賀県開催）少年男女北海道予選会実施要領 

北海道ソフトテニス連盟強化委員会 

１ 開催日時  

種別・会場 試 合 受付・開始時間 

ダブルス 

（旭川市花咲スポーツ公
園テニスコート） 

１次予選 ８⽉ ９⽇（⾦）午前８時３０分受付終了、９時試合開始 

２次予選 ８⽉１０⽇（⼟）午前８時３０分受付終了、９時試合開始 

最終予選 ８⽉１１⽇（⽇）午前８時３０分受付終了、９時試合開始 

シングルス 

（砂川市⽇の出テニス 
コート） 

１次予選 

（兼 step2) 
６⽉１５⽇（⼟）午前８時３０分受付終了、９時試合開始 

最終予選 ６⽉１６⽇（⽇）午前８時３０分受付終了、９時試合開始 

２ 選考方法  

（１）ダブルス 

  ・各地区予選通過ペアは１次予選に出場を認める。 

・「指定シードペア（代表候補選⼿）」は、地区予選を免除。（各⽀部割当て枠外とする） 

・「指定シードペア（代表候補選⼿）」の選⼿変更は⼀切認めない。なお、地区予選に出場し 

た場合（ペア変更を含む）は「指定シードペア（代表候補選⼿）」としての権利は消滅する。 

・中学３年⽣は、強化委員会推薦選⼿を除き、１次予選（初⽇）から２０ペアに限り出場を認 

める。 

○１次予選（初⽇） 

・トーナメント戦⼜はリーグ戦により４ペアを選出する。 

 ○２次予選（２⽇⽬） 

・上記４ペアと指定シードペア（代表候補選⼿）８ペアを、Ａ・Ｂブロック各６ペアに分け、 

総当りリーグ戦（１回）により、Ａ・Ｂブロック各上位２ペアを最終リーグに進出させる。 

○最終予選（３⽇⽬） 

・上記４ペアにより、総当り最終リーグ戦（１回）を⾏い、トータルポイントで上位のペアか 

ら順に代表ペアとして内定する。 



（２）シングルス 

・１次予選は①「Ｕ１７の部」（対象：中学３年⽣〜⾼校２年⽣）と②「⾼校３年⽣の部」の 

種⽬に分けて実施することとし、①「Ｕ１７の部」は⽇本ソフトテニス連盟競技者育成プロ 

グラムｓｔｅｐ２（Ｕ１７）を兼ねます。（※①「Ｕ１７の部」の１次予選結果を競技者育 

成プログラムｓｔｅｐ２（Ｕ１７）の結果として採⽤する。） 

・参加資格は次の事項のいずれかに該当する者とする。 

①令和５年度北海道⾼校新⼈戦シングルス：ベスト４ 

②令和６年度ハイスクールジャパンカップ予選会シングルス：南北優勝者 

③ランキングポイント上位者 

【ランキングポイント（国⺠スポーツ⼤会予選会のみに適⽤）】 

＜対象⼤会・ポイント付与成績＞ 

⼤会名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

道中学 

ｼﾝｸﾞﾙｽ 
中体連 

新⼈戦 

ｼﾝｸﾞﾙｽ 

新⼈戦 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

道⾼校 

ｲﾝﾄﾞｱ 
⾼体連 Step2 

⾼校 

1 年⽣ 

ﾍﾞｽﾄ 8 

以上 

ﾍﾞｽﾄ 4 

以上 
− − − 

ﾍﾞｽﾄ 16 

以上 
※次年度

より 
⾼校 

2〜3 年⽣ 
− − 

ﾍﾞｽﾄ 32 

以上 
ﾍﾞｽﾄ 16 以上 

※各⼤会の開催年度は次の通り。なお、中学⼤会の成績は⾼校１年⽣のみ対象とする。 

①＜前々年度＞、②〜⑤、⑦＜前年度＞、⑥＜当年度＞ 

 

＜ポイント＞（中学⼤会・⾼校⼤会共通）※ポイントは１名分。 

順 位 １位 ２位 ３位 ﾍﾞｽﾄ 8 ﾍﾞｽﾄ 16 32 ﾍﾞｽﾄ 

ダブルス 20 16 12 8 4 − 

シングルス 30 24 18 12 6 3 



     ※シングルス予選会にランキングポイントで参加出来る者は次の通り。 

      ①⾼校１年⽣：ポイント保有者 

      ②⾼校２年⽣：同学年の中でポイント上位１２位まで（※辞退者が出ても補充無し） 

      ③⾼校３年⽣：同学年の中でポイント上位１６位まで（※辞退者が出て、１６名を 

下回った場合は、次点ポイント保有者全員を該当とする） 

 ※なお、上記②及び③は「９参加資格（６）①及び②」による参加者を除く。 

       

○１次予選（初⽇） 

  ・トーナメント戦により①「Ｕ１７の部」から上位２名、②「⾼校３年⽣の部」から上位４名 

を選出する。 

 ○最終予選（２⽇⽬） 

  ・１次予選で選出された６名による総当たりリーグ戦を⾏い順位決定する。 

なお、ダブルスの選考を優先とするため、この時点ではシングルスの内定候補者として位置 

づけ、ダブルスの選⼿選考が確定した後にシングルスの代表選⼿を確定させる。 

○全国⼤会における代表内定との兼ね合い 

  ・全国⼤会結果における「代表内定選⼿」の権利を有した場合、予選会の結果よりも優先する。 

ただし、ダブルス代表との兼ね合いもあるので、原則予選会は実施する。 

 

【注意事項】 

１ ダブルス及びシングルスで内定となった選⼿が辞退をする場合は、それぞれの予選会で次点となっ

たペア（ダブルスの場合）⼜は選⼿（シングルスの場合）を繰り上げて内定とする。 

２ 代表となる選⼿は、監督の指⽰により、ダブルス、シングルスのいずれかにも出場することに承諾

しなければならない。（代表選⼿は、事前に承諾書の提出が必要となる） 

３ ベンチ⼊り指導者について、①シングルスでは認めない ②ダブルスでは１次予選は認めるが、そ

れ以降は認めない。 

４ 参加数及び当⽇の天候等、特別な事情が⽣じた場合、上記の試合⽅法を変更することがある。 



国民スポーツ大会北海道代表選考規程 

１ 監督・コーチの選考について、少年男⼥は代表選⼿所属の指導者を中⼼に、成年男⼥は代表選⼿強

化に携わる指導者を中⼼に強化委員会が推薦し、国体代表選考委員会の承認を経て、理事会で審議・

決定する。 

２ 代表選⼿の選考は、以下に⽰した基準（注①）に該当したペア（同⼀ペアに限る）を「国スポ代表

内定ペア（１ペア）」とし、予選会を免除する。 

なお、対象が２ペア（ダブルス）以上となった場合は、国スポ代表選考委員会で協議した後、道連

理事会で最終審議・決定を⾏う。※少年のシングルスについては、別に定める。 

３ 上記２以外の代表選⼿選考会は、「国スポ道予選会実施要領」に基づき、⼤会要項に定めるペア数

（シングルスは選⼿）を選考する。 

なお、最終リーグの順位は「ソフトテニスハンドブック⼤会運営規則第３章競技⼤会第１０条」に

より決定する。 

４ 代表選⼿５名の他に補⽋選⼿を各種⽬１名に限り置くことができるものとする。補⽋選⼿の選考基

準は、以下に⽰す注③の通りとし、強化委員会の承認を得て道連理事会で審議・決定する。 

５ 国スポ代表選考委員会は、上記により選出された選⼿のほか、強化委員会から推薦された監督・コ

ーチ・補⽋選⼿の選考について審議する。また、選⼿（補⽋含む）及び監督・コーチに⽋員が⽣じた

場合には、速やかに強化委員会と協議し、補充の選考をしなければならない。 

６ 上記による選考結果は、国スポ道予選後の道連理事会で正式に発表する。 

７ 監督・コーチ・選⼿（補⽋含む）は種⽬を問わずに⼀致団結し、常に北海道代表としての⾃覚と品

位を保ち、競技⼒の向上に努めなければならない。 

なお、これらに反する⾏為があった者、または、そのような⾏為を看過した者は、国スポ代表選考

委員会の審議により、北海道代表の資格を失うことがある。 

８ 国スポ代表選考委員会は、必要に応じて理事⻑が招集する。なお、委員は次のとおりとするが、審

議の際には、会⻑（代理⼜は委任可）、副会⻑（２名以上）、理事⻑、副理事⻑（強化委員⻑を含む

２名以上）の出席を要す。 ※国スポ代表選考委員の該当者：会⻑、副会⻑、理事⻑、副理事⻑ 



注①：少年男⼥における「国スポ代表内定ペア・選⼿」 

ダブルス（同⼀ペアに限る） シングルス 

・当年度全⽇本⾼校選⼿権     

上位８ペア 

・当年度ハイスクールジャパンカップ 

上位２ペア 

 

 

・当年度ハイスクールジャパンカップ 

（シングルス）          上位４名 

・全⽇本シングルス選⼿権     上位８名 

ただし、ダブルスを優先として代表選⼿を決定す

るため、上記に該当する選⼿は、内定候補として、

シングルス予選会を免除し、シングル予選会の１

位以上の順位とする。 

注①：成年男⼥における「国スポ代表内定ペア・選⼿」 

ダブルス（同⼀ペアに限る） シングルス 

・前年度東・⻄⽇本選⼿権（⼀般）上位８ペア 

・前年度全⽇本学⽣選⼿権    上位４ペア 

・前年度全⽇本社会⼈選⼿権（⼀般） 

上位８ペア 

・前年度全⽇本選⼿権      上位 16ペア 

なし 

注②：少年男⼥における「指定シードペア・選⼿」 

ダブルス（２次予選） シングルス 

・代表候補選⼿     男⼥各６〜８ペア 

※下記のランキングポイントにより選考のうえ、

必要に応じて強化委員⻑推薦を加え、強化委員会

が最終的に承認し、指定シードペアを選出する。

なお、同点ペアが複数出た場合は、対象者のみの

選考会を別に実施することができる。 

なし 

 



【ランキングポイント（国⺠スポーツ⼤会予選会のみに適⽤）】 

＜対象⼤会・ポイント付与成績＞ 

⼤会名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

道中学 

ｼﾝｸﾞﾙｽ 
中体連 

新⼈戦 

ｼﾝｸﾞﾙｽ 

新⼈戦 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

道⾼校 

ｲﾝﾄﾞｱ 
⾼体連 step2 

⾼校 

1 年⽣ 

ﾍﾞｽﾄ 8 

以上 

ﾍﾞｽﾄ 4 

以上 
− − − 

ﾍﾞｽﾄ 16 

以上 
※次年度

より 
⾼校 

2〜3 年⽣ 
− − 

ﾍﾞｽﾄ 32 

以上 
ﾍﾞｽﾄ 16 以上 

※各⼤会の開催年度は次の通り。なお、中学⼤会の成績は⾼校１年⽣のみ対象とする。 

①＜前々年度＞、②〜⑤、⑦＜前年度＞、⑥＜当年度＞ 

＜ポイント＞（中学⼤会・⾼校⼤会共通）※ポイントは１名分。 

順 位 １位 ２位 ３位 ﾍﾞｽﾄ 8 ﾍﾞｽﾄ 16 32 ﾍﾞｽﾄ 

ダブルス 20 16 12 8 4 − 

シングルス 30 24 18 12 6 3 

※シングルス予選会にランキングポイントで参加出来る者は次の通り。 

    ①⾼校１年⽣：ポイント保有者 

    ②⾼校２年⽣：同学年の中でポイント上位１２位まで（※辞退者が出ても補充無し） 

    ③⾼校３年⽣：同学年の中でポイント上位１６位まで（※辞退者が出て、１６名を 

下回った場合は、次点ポイント保有者全員を該当とする） 

   ※なお、上記②及び③は「９参加資格（６）①及び②」による参加者を除く。 

   ※ダブルス予選会の２次予選から参加となる「指定シードペア」は上記ポイントのペア合計数 

により選考する。ただし、中学⼤会の成績によるポイントは６０％に減算する。  

 

 



注②：成年男⼥における「指定シードペア・選⼿（最終予選）」 

ダブルス（同⼀ペアに限る） シングルス 

・当年度北海道春季選⼿権（⼀般） 優勝ペア 

・前年度北海道選⼿権（⼀般）  上位２ペア 

・前年度東・⻄⽇本選⼿権（⼀般）上位 16ペア 

・前年度全⽇本学⽣選⼿権    上位８ペア 

・前年度全⽇本社会⼈選⼿権（⼀般）上位 16ペア 

・前年度全⽇本選⼿権（⼀般）  上位 32 ペア 

・当年度北海道シングルス選⼿権 上位２名 

・当年度全⽇本シングルス選⼿権 上位 16 名 

・前年度全⽇本学⽣シングルス選⼿権 

上位８名 

 

注③：補⽋選⼿の選考基準 

少年男⼥ 成年男⼥ 

ダブルス及びシングルス予選会における次点選⼿

から監督・コーチの意向を踏まえ、選考する。 

ダブルス及びシングルス予選会における次点選⼿

及び当年度の全⽇本シングルス選⼿権、北海道春

季選⼿権、北海道選⼿権、東⽇本選⼿権、全⽇本

学⽣選⼿権で上位⼊賞した選⼿の中から監督・コ

ーチの意向を踏まえ、選考する。 

◆改正内容 

平成１２年 １⽉２２⽇理事会：補⽋制について 

・補⽋選⼿を認めず、選⼿変更を要する⾮常事態の場合出発前は国体代表選考委員会で、出発後は 

選⼿団の総監督に委ねることとした。 

平成１４年 ５⽉２５⽇理事会：国体代表選考委員会について 

・委員については、会⻑、副会⻑、理事⻑、副理事⻑とし、審議の際は、会⻑（代理含む）、副会 

⻑（２名以上）、理事⻑、副理事⻑（強化委員⻑を含む２名以上）の出席を要することとした。 

平成１８年 ６⽉１０⽇理事会：国体代表内定組の取り扱いについて 

 ・国体代表内定基準を作り、その対象組が複数⽣じた場合の取扱いを明記した。 



平成２６年 ３⽉ １⽇理事会：監督・コーチの決定について 

・国体の監督・コーチは、強化委員会が推薦し、国体代表選考委員会の了承を経て、理事会で審議、 

決定することとした。 

平成２７年 ３⽉ ７⽇理事会：補⽋選⼿の選考及びシングルスの導⼊に伴う変更 

・シングルスの導⼊に伴い代表選⼿が５名（ダブルス４名、シングルス１名）になることから怪我 

による選⼿変更や練習パートナーなどの問題に対応出来るように補⽋選⼿を１名置くことにした 

ほか、シングルスの選考に関わる事項を明記した。 

令和 ５年 ２⽉１８⽇理事会：競技⽇程変更に伴う選考⽅法の⾒直し 

・成年男⼥参加選⼿の各種⼤会⽇程を考慮して、競技⽇程を５⽉最終週末にダブルスとシングルス 

両⽅の予選会を実施することとした。 

令和 ６年 ２⽉１７⽇理事会：少年男⼥シングルス選考会実施⽅法の⾒直し 

・競技者育成プログラムｓｔｅｐ２との連動⽅法と選考会参加基準及び代表候補選⼿選考基準の⾒ 

 直しを⾏った。 

 


